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ＶＩＩ 気体の性質

【理想気体】

［気体の状態方程式］

ＰＶ ＝ ｎＲＴ （７･１）

［熱容量］

ｃ － ｃ ＝ ｎＲ （７･２）ｐ ｖ

［内部エネルギ－］

∂Ｕ
（７･３）（ ） ＝ ０

∂Ｖ Ｔ

［等温可逆過程］

Ｖ
２

（７･４）ｗ ＝ －ｎＲＴ ln （ ）
Ｖ１

Ｖ
２

（７･５）ｑ ＝ ｎＲＴ ln （ ）
Ｖ
１

［断熱可逆過程］

ｃγ γ ｐ
（７･６）Ｐ Ｖ ＝ Ｐ Ｖ （ γ ≡ ）

１ １ ２ ２ ｃｖ

3［問７･１］２５ ℃，０.８ atm の空気（理想気体とする）１０ ｄｍ が断熱可逆的に ０.４７ atm に

-1 -1膨張した。 この気体の定容モル熱容量は ２０.８ Ｊ Ｋ mol ，定圧モル熱容量は

-1 -1２９.１ Ｊ Ｋ mol である。 膨張後のこの気体の温度を求めよ。 《－１６.９７ ℃》

［問７･２］ある４気筒エンジンのシリンダ内径は ８６.０ ｍｍ，ストローク長は ８５.０ ｍｍ，圧縮比

２３.０ である。 ２５ ℃，１ atm の空気（理想気体とする）が断熱的に圧縮されたとき，最終温度

-1 -1を求めよ。 ただしこの混合気体の定容モル熱容量は ２０.８ Ｊ Ｋ mol ，定圧モル熱容量は

-1 -1２９.１ Ｊ Ｋ mol であるとする。

3 3［ヒント： 下死点での容積は ５１６.２ ｃｍ ，上死点では ２２.４４ ｃｍ である。］

《７６８.７ ℃》

［問７･３］４００ Ｋ，１０ atm の窒素（理想気体とする）２ mol を外界の圧力 ５ atm（一定）の下

で，同じ圧力になるまで断熱的に膨張させた（断熱不可逆過程）。 窒素の定容モル熱容量が次式で表

されるとき，内部エネルギ－，エンタルピ－，エントロピ－の変化を求めよ。

-1 -1ｃ ／Ｊ Ｋ mol ＝ １８.６７ ＋ ０.００５９ Ｔｖ

《－１.８４７ ｋＪ，－３.３２６ ｋＪ，０ Ｊ》
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【非理想気体】

［気体の状態方程式］

２ａ ｎ
（７･７）（Ｐ ＋ ）（Ｖ － ｎｂ）＝ ｎＲＴ （van der Waals）

２Ｖ

Ｂ Ｃ Ｄ
（７･８）ＰＶ ＝ ＲＴ（１＋ ＋ ＋ ＋ ・・・ ）

Ｖ ２ ３Ｖ Ｖ

（virial）

ＲＴ ａ
（７･９）Ｐ ＝ exp（－ ） （Dieterici）

Ｖ－ｂ ＲＴＶ

ａ
（７･１０）（Ｐ ＋ ）（Ｖ － ｂ） ＝ ＲＴ （Berthelot）

２ＴＶ

［圧縮係数］

Ｐ Ｖ
（７･１１）ｚ ＝

ｎ Ｒ Ｔ

3［問７･４］非理想気体 １ mol についてのつぎの状態方程式から，１ mol の窒素が ２５ ℃ ，２ ｄｍ

の容器に入れられたときの圧縮係数を求めよ。

ａ
（ａ）（Ｐ ＋ ）（Ｖ － ｂ）＝ Ｒ Ｔ

２Ｖ

6 3 -2ａ／ｄｍ atm ＝ １.３９ ， ｂ／ｄｍ ＝ ３.９１ ｘ １０

ａ
（ｂ）（Ｐ ＋ ）（Ｖ － ｂ） ＝ ＲＴ

２ＴＶ

6 3 -3ａ／ｄｍ Ｋ ＝ １６９.９ ， ｂ／ｄｍ ＝ ３８.６ ｘ １０

Ｔ Ｔ９ Ｐ ｃ ｃ ２
（ｃ） ＰＶ＝ＲＴ｛１＋ ［１－６（ ） ］｝

１２８ Ｐ Ｔ Ｔｃ

Ｔ ／Ｋ ＝ １２６ ， Ｐ ／atm ＝ ３３.５ｃ ｃ

《０.９９１５，１.０１９７，０.９９９２》


